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特に 所 調 Zephyrus 属 を 願 慮 し と て の 
日 本 帝國 産 Theclinae 豆 財 の 分 類 に 細 す 4 寄稿 (1) 
柴 谷 人 科 弘 ・ 伊 藤 修 四郎 著 
岡 田 度 夫 評 


本 含ま 人 合 答 弘 * 條 藤 移 有 弟 の 2 氏 基 状 の 鍋 婦 の 論 を BEITRAG ZUR SYSTEMATIK 
DER THELINAE IM KAISERERREICH JAPAN UNTER BESONDERER 
BERUCKSICHTIGUNG DER SOGENANNTAN GATTUNG ZEPHYRUS 
(TENTHRFDO ; Vol. III, No. 4, March, 1942) の 課 娘 で ある . 

者 者 の 人 は 私 の 計 校 京都 一 中 の 先輩 で あり , 若い 蝶 類 忠 徒 で ある . 柴 谷 氏 は 一 中 ・ 三 
前 を 疑 て 京 大 埋 懇 部 , 動物 取 数 室 て 在 了 中 , その 鱗 女 目 の 外 部 生 殆 痴 に 依る 分 類 さ 最近 の 
る BPHYRUS. 開 西 旦 昌 隙 會 創 報 に 於 て 示さ れ た 如く , 偉大 な る も の で , 私 は その 分 類 に 
は 無 條 作 に 服従 し て ゐる 区 第 で ある ・ 併 し 近 天 鱗 甚 目 の 紀 究 も 止め られ , 今後 専ら 一 般 動 
物 同 , 生命 の 問 二 < 封 し て 準 ま れる と か , 生物 全身 陸 の 聖 廷 と し て の 氏 の 成功 を 親 る 爽 第 
で ある . 伊 炭 氏 は 一 中 , 京都 高 誰 を 経 て , 九州 益 大 農 陸 部 , 昆虫 聖 数 窓 I に 存 刻 中 , 中 処 近 
時 代 か ら の 柴 谷 氏 の 親友 で , ウラ ナミ ジ ヤ ノ フ メ の 分 類 等 を 研究 され て ゐる , 螺 を 専攻 し て 
居 ら れる と か . 

無 が 合 つ た を 御 二 人 の 論 計 は 久 巡 で 34 頁 て 下り , 主として 交尾 器 か ら Tbecinae の 分 類 
に 圭 す る 意見 を の べ を も の で , Theclinae の 分 類 に 新 世 紀 を 開い た も の で あり , 近頃 
Theclinae を 論ずる 人 は 皆 本 人 長 の 分 類 に 基 い て ゐる . 定 に heclinae 分 類 の 基本 を 示す も 
の で あり , 今後 この 方 面 を 研究 する 人 の よき 入門 書 と な る で あら う . 

本 書 は 麗 婦 で 書か ね れ て ある だ け : 解 商 約 で あり , 依 て 我々 に は よき 入門 午 と な る も の で 
ある . 私 は 狼 紗 沙 の 受 業 1 ヶ年 の 浅 陣 を か へ り 見 ず 敢 へ て 本 課 文 を 諸 賞 に 訟 る ・ 

1. 日 本 帝國 産 Theclinae の 一 般 考 窒 

蒼 北 富 の Polyommatinae 亜 付 の 分 類 は 近年 多く の 研究 家 の 詳 細 な 研究 を 経て , 先 へ 寺 
へ と 改良 され , 今日 す で 相 営 の 信 額 を以て , 盤 来 更に その 分 類 と 命名 に 驚く べき 痛 化 が 
行 は れ な いと 思 よ る . 併 し , 矛盾 し た 魔 大 な 亜 斗 Theelinae の 組織 に つい て は 未だ 知ら 
和 れ て ゐ な い . 此 の 事 買 は 人 が 容易 に 認め る 事 が 出来 る や うに , Polyommatinae は 傘 北 系 の 
鱗 凍 目 に つい て の すべ て の 偉大 な る 分 類 時 約 研究 を 有する ヨ ョ ー ロ ツ ズ ペ に , 非常 て 多く の 代 
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表 竹 を 有 し た に 反し , 蒼 北 系 の Theclinae の 主 領 域 は ョ ー ョ ツバ で な くし て 来 醒 に ある に 
基く . 何 は さて お き 日 本 は その 分 布地 を , 東亜 と 還 度 の 他 の ど わ づか な 例外 の み に 限 らち れ た 。 
小 友 虹 の と の 著 , 所 調 2ephvrus 届 に 富ん で ゐる . 

所 主 2Zephyrns 属 の 多く の 種 は 中 部 日 本 で し ば し ば 策 兄 され る . 併 し 他 の 朝 所 で は ほん 
の ゎ づ か で , と の 属 の 衝 の 多 敷 は 稼 衝 で ある . し か も 大 い に 人 々 は 綿 て の 蝶 の 中 で その 江 
美 な 形態 を も て は や す 事 が 出来 る . 自然 , 日 本 の 就 蝶 の 募集 家 は 全く , 特に と の 局 を 愛し 
て の ゐる. 残念 年 ら と の 同 の 入 て の 衝 を 我々 の 草 集 に 於 て , 研究 に 採用 する 事 が 出来 を か つ 
た . 政 K 我 々 は 目前 の 研究 に 於 て 唯一 つと 種類 を 肖 配 ね そう に し な けれ ば な ら な か つた 
の で ある 。 

日本 の 小 次 蝶 の 諏 査 と 初頭 に 欠 て と の 局 に 2 つの 度 名 : Theula FABRIUS (]806) と 
Dipsas W ESTWOOD (1852) が 使用 K 供 され た . Thedla 属 は 以前 , 蒼 LYcaena 近似 の 一 
大 司 で ある . 局 名 Dipsas ほす で Kk LAURENTI(1768),。 LEECH (1814) と RATINKESCUE 
(182G) 依り 先取 され , homonym と し て 命名 より 除去 せら る べき で ある . 一 方 Thecla 
FAPRIUS は 先 に 長く 日 本 の w-album 司 に 用 ひら れ た . 共 後 Lipsas WEsrWoop の 代 
り に Papilio ketulae LINNE を タイ プ と する 内 名 Zephyrus DALMAN (1816) が 今日 の 
cphyrus 属 の 枠 を 確立 し た IEEC7II K 依 り 取 入れ られ た だ. 会 し 営 時 LEECEEI は 大 上 
Zephyrus 屋 の 和 本 度 らく 敷 信 の 新しい 局 K 清 算 さ る べき だ と 指示 し た . か ヽ る 清算 は 宴 
は TOTT か ら 部 分 的 に 試み られ な た, 併 し 其 後 SEITZ は LEECtr の 分 類 に 全く 従 つ た . 
そし て Zcephyrus 属 は 全 蝶 類 聖 者 に と つて 一 つの 定 ま つ た 影像 と な つ を た. や う や く < 1933 
年 廿 EMMING は 永く 不明 で 残さ れ て ゐ た Thecia 属 の タイ プ が 全く ZZephyrus 属 の それ 。 
即ち Papilio betulae LINNKE に 他 な ら ぬ 事 を 指摘 し , 依 て を cpbytus 属 は 全く Thecla 万 
の synonym で ある 事 を 示し た ・. 併 し HENMING と 拝 示 は 決し て 属 の 本 質 に 茂 いて ゐ な 
い , 依 て 吾 人 は と の 事情 と 下 に , Thecjnae の 要求 K 記 する グル ー プ K 半 す る 正しい 名 前 
と し て の Thecla を 承認 せ ぬ ば な ら . 

併 し 我々 の 意見 で は , 従来 の Zephyrus 属 は 自然 的 で な く て 人 負 的 で , 大 抵 田 慣 的 な 印 
灯 で その 中 K 最 も 不 等 質 の 竹 が 問 然 と 可 理 され た , 細 打 し た グル ー プ で あつ た . 依 て 我々 
は 主として と の グル ー プ の ドミ Bi9 る の 分 類 の 交尾 疾 切 究 の 基礎 を すでに 準備 され た も の と 
し て 還 守 し な いで , と こま ぇ に 残り の 多く の TTheclinae の 種 と 共 k 従来 の Zephrrus 司 の 笑 
の 新 に 記載 せる 系 列 を , 我々 の 研 突 結果 に 件 つて ら す 次 第 で ある . 

それ が 我々 の と の グル ー プ の 組織 的 硬 究 を 角 す 灸 の 直 払 府 因 で あつ た の だ が , 最近 TT. 
ESAKI 博士 や が ほとん ど 全 部 の 日 本 産 2Zephyrus 司 の 衝 を すぐ れ た 賠 版 を 以 て 隠 解 さ れ 
特に 研究 喝 的 。 合名 規約 的 に 入 込 ん だ 研究 を され た と と は , 日 本 産 heclinae の 砂 究 に 
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と ょ つて 重要 な 意 打 が ある . 我 * の 研究 の 全 過 香 に 於 て TT. SIROZU や 氏 は 非常 な 友情 を 以 
て 常に 接 助 され た , 我 * は と に 投 高 の 謝意 を 表す . 研究 奪 料 ・ 交 献 其他 の 助成 を 基 上 区 
の 諸氏 に 負 つ て ゐる . 

Y. ARAKI 氏 ②。 唐 授 丁 . EAKI 博士 。 H. KADOTA 氏 の の , 本 , KIMURA 氏 ② ゆ , 
Y. KiSHIDN 氏 ⑨。 N. KoIZUMI 氏 の , Y. KURIHARA 博士 ⑨。 補 . MINOURA 致 
接 つ や , S. MURAYAM 3 氏 ) Y. NARITOMI 氏 1 直 。 KK OK 氏 や の, KK. OGURA Km, 
D. ML SEOK 氏 ⑬。 本 SONAN 氏 ②。 TL SUGrTaANI 族 引 1 HH KASHIM NY 氏 お ), 
K. TAKEU CH 氏 。 ML TOkUNAGA 博士 0 の), N. TOsAWA 氏 ⑳。 K. YAsCMATD 
NN RR 息 著 の 一 人 S. ITO が 属す る 京都 
拭 北 謀 区 の 生物 策 の 寛 験 室 を 提供 され た 大 な る 便宜 に 鍛 し , 感 消し て 言及 する 
向 先 づ 2 つの 注意 が ある 


繰 友 し 混同 する 雄 隆 交尾 器 宜 の 術 詩 の 航 に 我々 は 次 !C Taeclinae 交尾 喘 の 蘭 式 測 を 提 
示す る . 多く の Theclinae I 。 その 事 に つい て は 
條 に 記 べ ね ば な ら な い . 

線 


て の 交尾 閣 は な 准 い か , 叉 は 煮 た 加里 況 夜 中 で や は な はら か くさ れ , 賠 は 製 脅 用具 の 助け を 
代り て 仁 上 げ ら れる . 研究 の 彼 術 に つい て は 我々 は と ヽ K に 特別 逃 べ る べき も の が な い 
昆 昌 に 開 す る すべ て の 分 頑 明 釣 外 究 て 於 て , 勿論 人 は 最近 特 こ CFORSTER (1286) か ら 強 
調 さ れれ た を 火 の 命 題 を 慶 外 庫 す る 事 を 許さ 
な い . 全く 唯一 の 特徴 を 精査 する と いふ 
事 は 常に 誤り で あり , 唯 全 特徴 を 堆 際 す る 
事 , 依 て 一 動物 の 全 庄 的 印象 か ら 終 極 的 月 
標 に 導く 事 が 出来 る . そ と で 一 特徴 の 分 類 
明 的 償 値 は 場合 場合 に 依り , 非常 に 握る 事 
が 出来 る ." 








① 江崎 三 暗 - : ーー “日 本 産 ohyrns 続 脱 "(1 て 9) Zsphyrus。 Yol v~Vii (19 4 て 33) を 指 
し て の ゐる. 

③ 百 水 隆 , ⑧ 荒木 康 守 氏 , ③④ 門田 元 氏 。⑤ 木村 氏 , ⑥ 昌 男 雄二 氏 ,⑦ 小泉 直 

③⑬ 業 原 善夫 博士 。⑨ 箕浦 忠 愛 数 授 , ⑩ 村山 修一 氏 ,⑪ 成 富安 信 氏 。⑲ ゞ に 

⑬ 小 捕 康 生 氏 , ⑪ 石 宙 明 氏 。⑱ 閑 南 仁 民 氏 。〈⑯ 杉谷 因 導 教授 , ⑰ 高島 礎 準 氏 。 

⑮ 竹内 容 蔵 氏 、⑯ 徳永 雅明 攻 授 , ⑯ 戸澤 信義 氏 、@⑥ 安松 京 三 氏 。 
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Abb. 1、Theclne 艇 性 姿 必 器 隆司 物 。 模式 回 の 
a Acdocagus, で : Saccus, e: Vesica, & : Uncushaken, 


n: Anellus, s: Socii, t: Tegumen, u : Uncus, v : Valven, 


交尾 器 は た と ひそ れ が 常に は 租 の 莉 列 に 有川 ひら れ な く と も , 少 敷 の 局 に 於 ける 魏 の 激 て 


の 融 理 に 於 て 振 い も ゃ なく 決 定 的 な 休 値 が ある . 併 し 上 論 多 く の 導 に 於 て , 属 の 主 
羽 々 他 に ある と いふ 事 は 決し て 忘れ ら る べき も の で な ちい . 贅 必 的 に は つき り と 処 苑 され る 
衝 で ある が , その 交尾 器 が 非常 に 伺 , 或 は ほとん ど 同 じ で ある 様 な 種 が ある . と の 場合 
属 の 料 微 と し て Valven の 小さ な 芝 異 を 大 應 せ た は な ら ぬ . そう すれ は 交 眉 医 と 弧 て の 
自 微 依り . 最も 明らか K 分 類 さ れる . 僅か な 不定 と 特 筐 。 傍 へ ば Saceus 又は Anelhxs 
は か く の 如 き 群 の 近接 し た 属 で は 非常 に 統一 的 で ある . そし て 前 者 は 分 類 台 の より 大菊 の 
部 閣 で 夏 別 する . 依 て , Valven は 属 C 持 し, Anellus そ や 他 の 諸 特 徴 は 草 等 に 装 し て 重 
要 な 陳 別 標 徴 と し て 用 ひら れる 。 叉 それ に 反し , 外見 の 羽 常 な る 相似 に も 不 捨 ,。 その 交 地 
器 樹 好 中 特別 の 大 な る 不定 さ を 示す いく ら か の 種 が ある . 区 等 の 属 に 於 て は , か く て 交 
尾 器 組織 は 少 束 の 種 の 還 久 に 肘 し て 常に 一 軍 要 な 役割 を 演ずる . 併 し , 司 の 性 質 と し て は 
それ は 隣 奥 せら る べき で な い . 基 上 Valven の 北 化 は 折々 近 援 竹 と 間 に ほとん ど 近 似 開 係 
が 認め られ な い 程 騒 甘 な 事 が ある . と と ろ で Saccus 等 は 明らか に 相似 的 に 遂 化 し 得る , 
依 て 人 は 者 慣 后 印象 の 著 る し い 邦 似 壮 に も 不振 。 明らか K 茎 理 され た 艇 の 群 ど , と と 標 向 
に 向 つ て 分 た れ た 属 と し て 考察 する と いふ 強制 を 犯す . か く て 人 は と の 場合 Valven の 組 
織 は 竹 の 屋 別 の み に 用 ひら る べき だ . そし て 属 の 性 質 と し て , 概して わ づ か KC 奏 化し 得る 
村 微 を 潤 且 せな ざる を 得 な い . 故に 分 類 に 於 て , 唯 次 性 閣 の 一 部 分 例 へ ば Uncus, Un- 
cushaken, Valven, Aedoezgus を 許 査 し , 残り の 部 分 即ち Anellus, Saccus。Scci を 故 閥 
し な い の と は , 変 尾 器 又は 外見 の 唯一 つ 依 て 分 類 を 決定 する の が 誤り で ある と 同様 , 全く 
誤り で ある . 依 て 交尾 器 の 一 部 分 の 分 頻 牙 的 償 値 は 全く 不 確 貨 な も の で ある . 
それ KK 封 し 何 た し か に 爽 の 間 が 克 せ られ る : 一 今 若干 の 場合 , 同 の 特性 と し て 如 何 
な る 標 微 が 認め られ る べき か 7 一 - 屋 々 強調 し た 如く , 桂 似 と 種 の 交尾 益 相 互 は 近 援 せ 
ね ば な ら な い 事 は 明らか で ある . 併 し 習慣 的 に 近似 な 種 は 刀 常 雪 も 近い 親類 で ある . と い 
ふ 事 も 又 正しい . 若 し 交 尾 器 に 於 て 細 立 て られ た 組織 が 釘 信 的 印象 か ら 非 常に 司 別 され れれ 
ば , それ は 誤り だ と せ ね ば な ら ぬ . か くし て 分 類 胃 に 圭 する 錠前 避 的 特徴 は , 常に 或 程度 
外見 と 一 致す る 結果 を 保つ や うな 方 法 に 於 て 選ば ね ば な ら ぬ . 若 し 人 が 上 逃 の 事 を 原 廊 し 
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(1) 本 論壇 の 交尾 器 各部 の 精 し い 事 は , 柴 谷 氏 の “ 鱗 次 是 の だ 性交 尾 器 に つい て " 明 問 界 
No. 103 (1942) を 参照 され る と よい. 
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た いな ら ば , 人 は 只 泥 錠 の み を 得る で あら う . と の 共 礁 に 基 い て 人 は 変 尾 問 を 一 つの ポ 


ま 徴 

物 と し て 見 る 事 が 出來 る ,。 そし て それ は 欧 の 直史 に 於 て 決定 的 で ある ・: 一 相 落 敷 の 群 
に 於 ける 落 王 の 種 の 試み の 整理 が , 外見 の 立場 か らし て 如何 な る 程度 に 承認 され る か ? 

つづ く ) 





Oeneis の 因 型 2 竹 


1) Oeneis daisetsuzana @ 


先日 , 東京 某氏 か ら 私 に 御 送 り 下 さ つ た も ゃ ので, 大松 4 契 共 全 江 


区 に 互 つ て 克 脈 が ち ちぢれ 
て ゐる . 開 張 は 正常 型 と 獲 り な く , 


色彩 も 大 碁 な い . 併 し 諾 角 角 は 正常 な 右 蟹 角 の 全 分 ょ 
り 更 に 短く , は る か 黒色 を 甘 び 太い . 26/vii。 194], 大 霊山 産 . 
2) Oeneis jutta asamana ® 

左前 翔 端 の らち お れ た も の . 一 部 分 の 贅 は 
し て ゐる の で 精 し い 事 は 提 ら な い 
筆者 探 集 , 並 に 保存 


は 穴 が 吸 き , 到 脈 の み が 残 つて ゐる 。 雇 部 が 破 抽 
. 25/vii,。 1944, 日 本 アプ ルプ ス 常 念 岳 産 . 


(岡田 鹿 夫 ) 


